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　教育委員会 infomation

このコーナーに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課  （32）1132 までお気軽にお問い合わせください

を しない・
させない・見逃さない�

・日によって明るくなったり、
　落ち込んだりと気分が安定しない
・理由もなく涙が出る
・イライラする
・物事に集中できなくなる
・過食や拒食になる
・不眠　　　など

予
防
の
た
め
に

妊
娠
期
か
ら
で
き
る
こ
と

相
談
で
き
る
マ
マ
友
を

つ
く
っ
て
お
く

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ブ
ル
ー
に

な
っ
た
ら
…

産
後
う
つ
は

受
診
が
必
要
で
す
！

　

自
分
の
不
安
な
気
持
ち
を
打
ち
明

け
、
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
し
に
く
い

こ
と
を
周
囲
の
人
に
も
理
解
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

　
身
近
な
人
の
協
力
を
得
て
、
時
に
は

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
離
れ
、
睡
眠
を
と
る
な

ど
身
体
を
し
っ
か
り
休
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を
最
初
か
ら
上

　
出
産
後
２
週
間
か
ら
３
か
月
く
ら
い

の
間
に
、気
分
の
落
ち
込
み
や
不
安
感
、

不
眠
・
食
欲
不
振
等
の
症
状
が
出
る
場

合
は
、「
産
後
う
つ
」
の
疑
い
が
あ
り

ま
す
。
産
後
う
つ
は
放
っ
て
お
く
と
、

慢
性
化
し
た
り
、
重
症
化
し
た
り
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
症
状

が
あ
る
場
合
は
、
早
期
に
精
神
科
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
マ
タ
ニ
テ
ィ

ー
ブ
ル
ー
か
ら
産
後
う
つ
へ
移
行
す
る

場
合
も
あ
る
の
で
、
気
分
の
落
ち
込
み

が
続
く
場
合
は
医
療
機
関
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

子
ど
も
家
庭
相
談
課

　
（
２
５
）
８
５
１
７

　
市
や
病
院
で
行
っ
て
い
る
妊
婦
教
室

に
参
加
し
、
同
じ
悩
み
や
不
安
を
も
つ

マ
マ
友
と
話
す
と
気
持
ち
が
楽
に
な
り

ま
す
。
先
輩
マ
マ
さ
ん
と
連
絡
を
と
り

あ
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
も
、
い

ざ
と
い
う
時
に
心
強
い
味
方
で
す
！

　
出
産
後
、
家
族
の
協
力
は
必
要
不
可

こんな症状
があります

　
妊
娠
・
出
産
の
時
期
は
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
急
激
な
変
化
や
、

生
活
の
大
き
な
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
心
理
的
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り

や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
出
産
後
に
、
不
安
が
増
し
た
り
、
憂
う
つ
に
な
る
こ
と
は
自
然
な
こ

と
で
す
。
こ
れ
を
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ブ
ル
ー
」
と
言
い
、
ほ
と
ん
ど
の

方
は
10
日
～
２
週
間
も
す
れ
ば
自
然
に
治
り
ま
す
。

欠
で
す
！  

妊
娠
中
か
ら
出
産
後
の
生

活
に
つ
い
て
話
す
機
会
を
も
ち
ま
し
ょ

う
。

身
近
な
家
族
に
妊
娠
中
の
悩
み
や

出
産
後
の
不
安
を
話
し
て
お
く

不
安
な
気
持
ち
を

誰
か
と
共
有
す
る

神
経
質
に
な
ら
な
い

家
事
や
育
児
を
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
周
囲
の
人
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う

手
に
で
き
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
完
璧
に

や
ろ
う
と
せ
ず
、
柔
軟
な
考
え
で
時
に

は
手
を
抜
き
、
赤
ち
ゃ
ん
は
泣
く
の
が

仕
事
と
思
い
気
持
ち
を
楽
に
持
つ
こ
と

が
大
事
で
す
。

　
家
族
は
お
母
さ
ん
の
不
安
な
気
持
ち

を
温
か
く
受
け
止
め
、
休
め
る
環
境
を

つ
く
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が

第
一
で
す
!!

　12 月に実施した２回目の「ストップいじめ対策会議」では、８
月に行った１回目の会議での意見交換を受け、各小中学校代表の子
ども委員が各学校で実施したいじめ撲滅に関する取り組みと成果に
ついて発表と情報交換を行いました。
　また大人委員は、子ども委員の
取り組みや意見を聞き、「大人とし
て何ができるか」、「大人が関わっ
ている支援活動を子どもたちがど
う感じているか」を聞くなど、子
ども委員と大人委員が活発に意見
交流をしました。

子ども委員と大人委員
が活発に意見交換

小
中
一
貫
教
育
の
研
究
成
果
を
発
表
！

市
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
小
中
一
貫
教
育
の
研
究
を
推
進
し
、
毎
年
研
究
発
表
大
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
研
究
発
表
大
会
で
は
、
よ
り
充
実
し
た
小
中
一
貫
教
育
と
す
る
た
め
に
、
中
学
校
区
に

お
け
る
取
り
組
み
の
成
果
や
課
題
を
市
内
の
教
職
員
が
共
有
す
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
実
践
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
安
曇
川
中
学
校
区
と
マ
キ
ノ
中
学
校
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

●協議案件
・学校規模適正化（学校再編）基本方針

の策定に向けた考え方について
●報告案件
・第 6 回小中一貫教育研究発表大会につ

いて
・平成 25 年度卒業証書授与式について
・新旭公民館大ホールの使用禁止につい

て
・今後の地方教育行政の在り方にかかる

中央教育審議会答申について

第１回定例会報告
  １月 22 日開催

「第２回ストップいじめ対策会議を開催」

　教職員の小中一貫教育に対する意識の高揚と小
中学校間のつながりの強化が、最も大きな成果で
す。このことにより、小中学校が一体となって、
子どもを育てようとする体制が整いました。

　教職員の交流が進み、共通認識のもと子どもた
ちを育成しようとする体制が確立しました。また、
小中学生の交流も進み、小学生が中学生へのあこ
がれを抱いたり、中学生が小学生を思いやったり
する心が育まれました。

《ねらい》
　小学 6 年生に中学校教員による専門教科の指導を
行うとともに、4 小学校の子ども同士の交流を深める。

《方　法》
　４小学校の児童を３クラスに編制し、小中学校の教
員２人により指導を行う。

　全教職員が子どもの 15 歳の姿を共有し、「心の育成」と「学
力の向上」を柱として、中学校区で交流学習や共通実践を行い
ました。　

児童の感想

児童の感想

研究の成果

研究の成果

合同学習の取り組み

「心の育成」と「学力向上」に向けた取り組み

・合同学習を通じて、自分があと少
しで小学校を卒業して中学生になる
んだってことに気づきました。

　陸上競技の練習の時、中学生が優しく教
えてくださったので、タイムが伸びました。
私もあんな中学生になりたいなぁ。

・中学校の雰囲気や先生達の顔を知
ることができたのでよかったです。
来年はこの合同学習で感じたことや
わかったこと、学んだことを生かし
てがんばりたいと思います。

　６年生を対象とした中学校での合同学習を取り
組みの中心に据えて、研究を進めてきました。

（11 月 26 日開催）

（1 月 31 日開催）
　小中学校の教職員が一緒に授業研究をしたり、「あいさ
つ・返事・くつそろえ」などの共通実践をしたりして、小
中学校のつながりを強く意識して研究を進めてきました。

安曇川中学校区  研究発表大会

マキノ中学校区  研究発表大会


